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朝霞市ふれあい推進事業実施要綱 

 
朝霞市教育委員会  

 
１ 趣  旨 
  地域における奉仕活動・体験活動・防犯活動等の取組を推進することにより、心豊かな

青少年を育成するとともに、地域で子どもを育てる意識を醸成し、地域の教育力の活性化

を図る。 
 
２ 事業対象 
  市内各小・中・高等学校児童生徒及び保護者、地域の方等 
 
３ 事業場所 
  各中学校区及び市内全域 
 
４ 事業内容 
（１） 朝霞市ふれあい推進事業推進委員会の設置と活動 
（２） 市内各中学校区における主催事業 
 
５ 推進体制 
  この事業を推進するにあたっては、学校・家庭・地域・行政が連携して取り組むことが

大切である。したがって、それぞれが役割を明確にし、協力体制を確立することが必要で

ある。そのため、 
（１） 朝霞市において 

朝霞市ふれあい推進事業推進委員会を組織し、地域ぐるみの取組について、学校、

社会教育関係者、その他幅広い関係機関、関係団体等と連携を図り、活動推進する上

での諸課題について協議し、事業の推進方策の検討と運営、各中学校区における主催

事業の支援、情報誌の発行等による地域への啓発活動などを行う。 
（２） 中学校区において 

朝霞市ふれあい推進事業実行委員会を組織し、各中学校区における主催事業につい

て、関係機関、関係団体等と連携を図り、活動推進する上での諸課題について協議し、

事業の推進方策の検討と運営、保護者・地域への啓発活動などを行う。  
 

附 則 
1 この要綱は、平成１４年４月１日から施行する。 
2 この要綱は、平成１８年４月１日から施行する。 
3 この要綱は、平成２３年４月１日から施行する。 
 



朝霞市ふれあい推進事業推進委員会設置要綱 

 

（設 置） 

第１条 「地域における奉仕活動・体験活動・防犯活動等の取組を推進することによ

り、心豊かな青少年を育成するとともに、地域で子どもを育てる意識を醸成し、地

域の教育力の活性化を図る」ことをねらいとする「朝霞市ふれあい推進事業」（以下

「事業」という。）を実施する。  

  事業の推進にあたり、朝霞市ふれあい推進事業推進委員会（以下「推進委員会」

という。）を設置する。 

 

（所掌事務） 

第２条 推進委員会は、事業の円滑な実施のため、次の事項を所掌する。 

（１） 事業の実施に向けて、学校・社会教育団体・その他幅広い関係機関・関係団体

等との連絡調整 

（２） 活動を推進する上での諸課題についての協議と事業の推進方策の検討 

（３） 各中学校区に設置されるふれあい推進事業実行委員会への支援 

 

（構 成） 

第３条 推進委員会に委員長、副委員長及び委員を置く。 

２ 委員長は、委員によって互選する。 

３ 副委員長は、２名以内とし、委員長が指名する。 

４ 委員は、別表に掲げる関係者等をもって充て、20 名程度で構成する。 

 

（会 議） 

第４条 委員長は、会議を招集し、主宰する。 

２ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるときは、その職務を代理する。 

３ 会議は、年３回程度開催する。 

 

（会議の公開） 

第５条 推進委員会は、公開とする。ただし、出席した委員の 3 分の 2 以上の多数で

議決したときは、非公開とすることができる。 

 

（会議録） 

第６条 委員長は、次に掲げる事項を記載した会議録を作成するものとする。 

（１） 推進委員会の日時及び場所 

（２） 出席及び欠席した委員の氏名 

（３） 決議事項 

（４） 議事の経過 

（５） その他の必要事項 

 



（庶 務） 

第７条 推進委員会の庶務は、朝霞市教育委員会において処理する。 

 

（その他） 

第８条 委員長は、必要があると認めたときは、関係者の出席を求めることができる。 

２ この要綱に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、委員長が別に

定める。 

 

 

   附 則 

１ この要綱は、平成１４年４月１日から施行する。 

２ この要綱は、平成１８年４月１日から施行する。 

３ この要綱は、平成３０年４月１日から施行する。 

４ この要綱は、令和７年５月２２日から施行する。 



別表（第３条関係） 

朝霞市ふれあい推進事業推進委員会名簿 

  所  属 役職名  

1 自治会連合会 会 長  

2 文化協会 会 長  

3 スポーツ協会 会 長  

4 レクリエーション協会 会 長  

5 青少年育成市民会議 会 長  

6 スポーツ少年団 本部長  

7 民生委員児童委員協議会 会 長  

8 商工会 会 長  

9 東洋大学 事務部長  

10 社会福祉協議会 会 長  

11 青少年相談員協議会 会 長  

12 保護司会朝霞支部 支部長  

13 朝霞警察署(生活安全課) 署 長  

14 朝霞高等学校 校 長  

15 朝霞西高等学校 校 長  

16 朝霞第一中学校区実行委員会 委員長  

17 朝霞第二中学校区実行委員会 委員長  

18 朝霞第三中学校区実行委員会 委員長  

19 朝霞第四中学校区実行委員会 委員長  

20 朝霞第五中学校区実行委員会 委員長  

21 朝霞第一中学校区事務局長 校 長  

22 朝霞第二中学校区事務局長 校 長  

23 朝霞第三中学校区事務局長 校 長  

24 朝霞第四中学校区事務局長 校 長  

25 朝霞第五中学校区事務局長 校 長  

    

 事務局   

1 生涯学習部長  【事務局長】  

2 学校教育部長  

3 こども・健康部こども未来課長  

4 生涯学習部生涯学習・スポーツ課長  

5 学校教育部教育指導課長  

6 生涯学習部生涯学習・スポーツ課職員  

7 学校教育部教育指導課指導主事  

    

 



朝霞市ふれあい推進事業実行委員会設置要綱 

 

（設 置） 

第 1 条 「地域における奉仕活動・体験活動・防犯活動等の取組を推進することにより、

心豊かな青少年を育成するとともに、地域で子どもを育てる意識を醸成し、地域の教育

力の活性化を図る」ことをねらいとする「朝霞市ふれあい推進事業」（以下「事業」と

いう。）を実施する。  
  朝霞市ふれあい推進事業実行委員会（以下「実行委員会」という。）を次の各中学校区

に設置する。 

中 学 校 区 学   校   名 

朝霞第一中学校区 朝霞第一小学校、朝霞第四小学校、朝霞第六小学校、朝霞第一中学校 

朝霞第二中学校区 朝霞第二小学校、朝霞第七小学校、朝霞第九小学校、朝霞第二中学校 

朝霞第三中学校区 朝霞第五小学校、朝霞第十小学校、朝霞第三中学校 

朝霞第四中学校区 朝霞第八小学校、朝霞第四中学校 

朝霞第五中学校区 朝霞第三小学校、朝霞第五中学校 

 

（所掌事務） 

第２条 実行委員会は、各中学校区における事業の円滑な実施のため、次の事項を所掌す

る。 

（１）事業の実施に向けて、朝霞市ふれあい推進事業推進委員会・学校・各地域における

組織・関係機関・関係団体等との連絡調整 

（２）事業の計画立案 

（３）事業の運営 

（４）案内等の発行による地域への啓発活動 

 

（構 成） 

第３条 実行委員会に委員長、副委員長及び委員を置く。 

２ 委員長は、委員によって互選する。 

３ 副委員長は委員長が指名する。 

４ 委員は、別表１を参考として構成する。 

 

（会 議） 

第４条 委員長は、会議を招集し、主宰する。 

２ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるときは、その職務を代理する。 

 

（庶 務） 

第５条 実行委員会の庶務は、実行委員会担当校に事務局をおいて処理する。 

 

 

   附 則 

１ この要綱は、平成１４年４月１日から施行する。 

２ この要綱は、平成１６年４月１日から施行する。 

３ この要綱は、平成１８年４月１日から施行する。 

４ この要綱は、平成１９年４月１日から施行する。 



（別表１）   朝霞市ふれあい推進事業実行委員会名簿 

 

 所  属 役職名 氏 名 住     所 電話番号 備 考 

１ P T A 会 長     

２ 〃 副会長①     

３ 〃 副会長②     

４ 小 学 校 校 長①     

５  校 長②     

６  校 長③     

７ 中 学 校 校   長      

８ 学 校 教 職 員 

（ 事 務 局 ） 

教    頭     

９ 教務主任     

10 地 域 町内会長①     

11 〃 町内会長②     

12 〃 町内会長③     

13 〃 町内会長④     

14 民生委員児童委員      

15 主 任 児 童 委 員      

16       

17       

18       

19       

20       

21        

22        

23        

24        

25       

       

       

       

       

       

 



 

朝霞市ふれあい推進事業補助金交付要綱 

 

（目的） 

第１条 この要綱は、「地域における奉仕活動・体験活動・防犯活動等の取

組を推進することにより、心豊かな青少年を育成するとともに、地域で子

どもを育てる意識を醸成し、地域の教育力の活性化を図る」という、朝霞

市ふれあい推進事業の趣旨に基づき、事業推進の補助を目的とする。 

 

（補助金の交付対象） 

第２条 朝霞市ふれあい推進事業実行委員会を対象とする。 

 

（補助金の額） 

第３条 補助金の額は、毎会計年度の予算に定める額の範囲内で交付する。 

 

（事業の運営） 

第４条 事業の運営にあたっては、次のことに留意すること。 

（１）実行委員会を組織すること。 

（２）事業は、市内５つの中学校区毎に行い、中学校区に属する小中学校の

中に実行委員会事務局を設ける。企画、運営は、各中学校区の実行委員会

があたる。 

 

（実行委員会） 

第５条 実行委員会は、原則として次により構成されるものとする。 

（１）実行委員長を置く。 

（２）実行副委員長を置く。 

（３）事務局長を置く。 

（４）実行委員は、当該中学校区の学校・地域の方の中から選出する。 

 

（費 用） 

第６条 費用は、事業の運営に必要な報償費、旅費、需用費、役務費、使用

料及び賃借料とする。 

 

（補助条件） 

第７条 補助条件は、次の事項とする。 

（１）事業内容が、本事業の目的に合ったものであること。 

（２）事業内容は、それぞれの中学校区の特性を生かした内容とする。 

（３）実施の期間は、翌年２月末日までの間で、実行委員会が定めた期   

間とする。 



 

 

（申請の手続き） 

第８条 各中学校区実行委員会は、補助金交付申請書（様式第１号）に次に

掲げる書類を添えて市長に提出する。 

（１）実施計画書（様式第２号） 

（２）収支予算書（様式第３号） 

（３）実行委員名簿（様式第４号） 

２ 市長は、前項の交付申請書に基づき内容等を審査のうえ、交付決定通知

書（様式第５号）により通知する。 

 

（申請内容の変更） 

第９条 申請書提出後、経費の配分又は事業内容を変更する場合は、あらか

じめ市長の承認を受けるものとする。 

２ 前項の規定にかかわらず、朝霞市ふれあい推進事業の目的を損なわない

程度の軽微な経費の配分及び内容の変更については、市長の承認を要しな

いものとする。 

 

（実施報告書の提出） 

第１０条 補助金の交付を受けた実行委員会は、事業終了後、遅滞なく実績

報告書（様式第６号）に、次に掲げる書類を添えて、市長に提出しなけれ

ばならない。 

（１）実施報告書（様式第７号） 

（２）収支決算書（様式第８号） 

２ 市長は、前項の実施報告書に基づき内容等を審査のうえ、補助金の額の

確定通知書（様式第９号）により通知する。 

 

（書類の整備等） 

第１１条 実行委員会事務局は、補助事業に係る収入及び支出等を明らかに

した金銭出納簿、証拠書類を整理保管しておかなければならない。 

２ 前項に定める金銭出納簿及び証拠書類は、当該事業の完了の日の属する

会計年度の翌会計年度から５年間保管しておかなければならない。 

 

（その他） 

第１２条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は別に定める。 

 

 附 則 

この要綱は、平成１８年４月１日から施行する。 



様式第１号 

補 助 金 交 付 申 請 書 

 

 

                             令和 年  月  日 

 

 朝 霞 市 長  富 岡  勝 則 様 

 

 

                   中学校区名   朝霞第  中学校区 

 

                   実行委員長名              

 

 

 下記により朝霞市ふれあい推進事業補助金交付を受けたいので、関係書類を添えて申請

します。 

 

 

記 

 

 

１．補助金申請額     金            円 

 

 

２．添 付 書 類    （イ）実施計画 書（様式第２号） 

            （ロ）収支予算 書（様式第３号） 

            （ハ）実行委員名簿（様式第４号） 

 

 

 

 振 
 

 

 込 
 

 

 先 
 

 

金融機関名 
 

 

           銀行         支店 
 

 

  口 座 番 号 
 

 

  （普） 
 

 

名義(カタカナで) 
 

 
 
 

 

 



様式第２号 

実  施 計 画 書 

 

１  中学校区  朝霞第  中学校区 

２ 実行委員長  氏名：            

３  事 務 局  朝霞第  学校 

４ 事業の名称                             

５  実 施 日  令和  年   月   日（ ） 

６ 実施場所                 

７  事業の目的 

 

 

 

８  事業の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９  参加予定人数  （総数）約     名  

 

※ 事業の内容が複数ある場合は、内容毎に実施計画書を作成すること。 



様式第３号 

収 支 予 算 書 

 

 

                      中学校区：朝霞市第  中学校区  

１．収 入 

費   目 予   算 説     明 

補 助 金          円  朝霞市より 

          円  

          円  

合   計          円  

 

 

２．支 出 

費   目 予   算 積 算 内 訳 

報   償   費 

 

  (講師謝金、講師謝礼) 

         円 

 

 

 

 

 

旅            費 

  （講師旅費等） 

         円 

 

 

 

需   用   費 

（消耗品費、ごみ処理代 

印刷・製本・コピー

代、、写真現像・プリン

ト代、会議費等） 

         円 

 

 

          

 

 

 

 

役   務   費 

  （郵便・切手・電話料、 

    手数料、保険料等） 

         円 

 

 

 

 

 

使用料及び賃借料 

（会場借上料、借上料等） 

         円 

 

 

 

そ    の   他 

 

         円 

 

 

 

合              計          円  



様式第４号                              №     

実 行 委 員 名 簿 

 

 № 氏    名 役  職  名 備    考 

 １    委員長 

 ２    副委員長 

 ３    事務局長 

 ４    

 ５    

 ６    

 ７    

 ８    

 ９    

 10    

 11    

 12    

 13    

 14    

 15    

 16    

 17    

 18    

 19    

 20    

 

 



様式第５号 

 

交 付 決 定 通 知 書 

 

 

                           朝教委指発第    号 

                           令和  年  月  日 

 

                 様 

 

                       朝霞市長  松 下 昌 代 

 

 

    年  月  日付けで申請のありました   年度朝霞市ふれあい推進事業 

補助金について、下記のとおり交付いたします。 

 

 

記 

 

 

１．補助金交付金額      金           円 

 

２．支 払 方 法      概 算 払 い 

 

３．振込予定期日      令和   年   月   日 

 

４．条 件 

 

 （１）事業を変更しようとするときは、速やかに市長の承認を受けること。 

    ただし、補助金の目的、条件を損なわない範囲内での軽微な内容変更は除く。 

 

 （２）この補助金は、標記事業に対して交付するものであるから、この目的以外に 

    使用してはならない。 

 

 （３）事業の遂行が困難となった場合、又は中止、廃止する場合においては、速や 

    かに市長に報告し、その指示を受けること。 

 

 



様式第６号 

 

実 績 報 告 書 

 

 

                           令和  年  月  日 

 朝 霞 市 長  富 岡 勝 則 様 

 

 

                    中学校区名   朝霞第 中学校区 

 

                    実行委員長名           

 

 

 令和  年  月  日付け第    号で補助金の交付決定の通知を受けた朝霞市ふ

れあい推進事業補助金交付事業が完了したので、下記のとおり報告いたします。 

 

 

記 

 

 

 

１．補助金の申請決定額     金      円 

 

 

 

２．添 付 書 類    （イ）実施報告書（様式第７号） 

               （ロ）収支決算書（様式第８号） 

               （ハ）その他参考資料 

 

 

 

 

 

 

 

 



様式第７号 

実  施 報 告 書 

                             （  枚目／全  枚中）  

１  中 学 校 区  朝霞第   中学校区  

２  実行委員長   氏名：              

３  事 務 局  朝霞市立朝霞第    学校  

４  取組の名称                                 

５  実施日(期間)  令和   年   月   日（  ）  

 

６  実 施 場 所                 

７  取組の概要           ※記録写真（ ﾃﾞｼﾞｶﾒの ﾃﾞｰﾀでも可）を添付願います  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８  成果と課題  

 

 

 

 

 

 

９  参加総人数  合計      名（① +②）  

①一般参加者（一般小計     名）  

（内訳）小学生    名、 中学生    名、高校生    名、その他    名  

 

②役    員（役員小計     名）   

   （内訳）学校関係者    名、ＰＴＡ等関係者    名、地域代表者等    名  、

民生委員児童委員代表者   名、教育委員会   名  、  

その他    名  

※  事業の内容が複数ある場合は、内容毎に実施報告書を作成すること。  



様式第８号 

収 支 決 算 書 

 

                      中学校区名：朝霞第  中学校区  

１．収 入 

費   目 予  算 決  算 説    明 

補 助 金         円         円  朝霞市より 

         円         円  

         円         円  

合   計         円         円  

 

２．支 出 

費   目 予   算 決   算 内  訳 

報   償   費 

 

  (講師謝金、講師謝礼) 

       円 

 

 

       円 

 

 

 

 

 

旅            費 

  （講師旅費等） 

       円 

 

       円 

 

 

 

需   用   費 

（消耗品費、ごみ処理代 

印刷・製本・コピー代、

写真現像・プリント代、

会議費等） 

       円 

 

 

 

 

       円 

 

 

 

 

 

 

 

 

役   務   費 

  （郵便・切手・電話料、 

    手数料、保険料等） 

       円 

 

 

       円 

 

 

 

 

 

使用料及び賃借料 

（会場借上料、借上料等） 

       円 

 

       円 

 

 

 

そ    の   他 

 

       円 

 

       円 

 

 

 

合              計        円        円  

 

   ※差引残額          円 （               ） 

 



様式第９号 

 

補 助 金 の 額 の 確 定 通 知 書 

 

 

                            朝教委指発第    号 

                            令和  年  月  日 

 

              様 

 

 

                      朝 霞 市 長  松 下 昌 代 

 

 

 

 令和  年  月  日付けで実績報告があった   年度朝霞市ふれあい推進事業補

助金については、関係書類等を審査した結果、適正と認められますので、下記のとおり 

額を確定します。 

 

 

記 

 

 

１．補 助 事 業 名 

 

 

２．確 定 額       金           円 



【朝霞市ふれあい推進事業】令和７年度 年間の主な流れ 
推 進 委 員 会 実 行 委 員 会 市 備 考 

  教育委員会事務局会：年間の確認  
①第１回（本日５月２６日） 
事業概要・方針・予算等を確認 

   

 ②各校区で実行委員会の立ち上げ 
事業内容・予算内容の決定  

  

 ③実行委員長名義の口座の開設 
（事務局の学校が管理） 

  

 ④補助金交付申請書等（様式１～４）を

市へ提出 
  

  ⑤審査後、交付決定通知書（様式５号）

で実行委員会へ通知 
 

  ⑥補助金を実行委員会長名義の口座へ

振り込む 
 

⑦第２回（１０月上旬） 
各中学校区の事業計画の報告等 

   

 ⑧各中学校区で事業を実施   
 ⑨事業後、実績報告書等（様式６～８号）

を市へ提出（領収書の原本を添付） 
  

  ⑩審査後、補助金の額の確定通知書 

（様式９号）を実行員会へ送付 
（変更なく確定したことの通知） 

 

⑪第３回（２月下旬） 
各中学校区の事業・決算報告等 

   

 
※ 口座は、毎年度、新実行委員長名で作成するか、名義変更する。 
（例）朝霞第○中学校区ふれあい推進事業実行委員長  朝霞 太朗 


